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(54)【発明の名称】 静電誘導駆動型有機エレクトロルミネッセンス表示パネル

(57)【要約】
【課題】  表示パネルに実装された発光表示素子の電極
に配線を行うことなく、当該素子に給電を可能とする表
示パネルを提供する。
【解決手段】  一画素について少なくとも一対の有機Ｅ
Ｌ素子対と、該素子対をその陽極側から担持する透明基
板と、前記素子対を覆ってこれを前記透明基板上に絶縁
封止する絶縁封止被膜と、前記絶縁封止被膜を挟んで前
記素子対の陰極の各々と対峙する少なくとも一対の駆動
電極対とを含み、前記発光素子対の一方の陽極と他方の
陰極とを相互に接続する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  有機ＥＬ素子を画素として用い、駆動電
源回路から供給する駆動電圧で前記有機ＥＬ素子を励起
発光させ、パネル上に画像を表示する有機ＥＬ表示パネ
ルであって、
一画素について少なくとも一対の有機ＥＬ素子対と、
前記有機ＥＬ素子対をその陽極側から担持する透明基板
と、
前記有機ＥＬ素子対を覆ってこれを前記透明基板上に絶
縁封止する絶縁封止被膜と、
前記絶縁封止被膜を挟んで前記有機ＥＬ素子対の陰極の
各々と対峙する少なくとも一対の駆動電極対とを含み、
前記発光素子対の一方の陽極と、他方の陰極とが相互に
接続されていることを特徴とする有機ＥＬ表示パネル。
【請求項２】  前記有機ＥＬ素子対の各陰極の面積は、
その各陽極よりも大であることを特徴とする請求項１に
記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項３】  前記有機ＥＬ素子対の各陰極に接続され
た別電極からなる電極対をさらに設け、
前記電極対は、前記絶縁封止被膜を挟んで前記駆動電極
対と対峙していることを特徴とする請求項１に記載の有
機ＥＬ表示パネル。
【請求項４】  前記有機ＥＬ素子対の一方の有機ＥＬ素
子をダイオード素子に置き換えたことを特徴とする請求
項１に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項５】  前記有機ＥＬ素子対の一方の有機ＥＬ素
子を有機ダイオード素子に置き換えたことを特徴とする
請求項１に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、有機エレクトロル
ミネッセンス素子（以下、単に“有機ＥＬ素子”と称す
る）を用いた表示パネルに関する。
【０００２】
【従来の技術】有機エレクトロルミネッセンス表示パネ
ル（以下、単に“有機ＥＬ表示パネル”と称する）は、
有機ＥＬ素子を発光画素として画像や文字などを表示す
るものである。すなわち、有機ＥＬ素子を表示パネル上
にマトリクス状に敷設し、駆動電源回路から給電される
駆動電圧によって各々の画素を励起発光させて表示処理
を実行する。
【０００３】従来の有機ＥＬ表示パネルでは、一般にガ
ラスやプラスチックフィルム等の透明基板上に有機ＥＬ
素子が多数敷設されており、湿気や埃などの外部環境か
らこれらの素子を保護すべく、酸化珪素被膜などの絶縁
封止被膜でこれらの素子を透明基板上に絶縁封止してい
る。このため、有機ＥＬ素子と駆動電源回路を接続する
には、パネル上の有機ＥＬ素子から直接に電極を引き出
し、これを上記の絶縁封止被膜の外周を通して表示パネ
ルの外部にある駆動電源回路まで引き回すことが必要と
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なる。
【０００４】従来、かかる目的を達成すべく、絶縁封止
被膜の外部に一旦接続用電極を引き出して接続用パター
ンを形成し、さらにアニソルムなどの異方性導電膜を介
して、外部の給電側接続パターンとの電気的な接続を行
う構造を採用していた。しかしながら、このような構造
では、異方性導電膜による電気的な絶縁を形成する際に
熱圧着処理を必要とするので表示パネルの製造工程が煩
雑となる欠点があった。また、かかる構造は一般的に異
方性導電膜の剥離が起こりやすく、一旦剥離が生ずると
異方性導電膜の再接着が困難であるという欠点もあっ
た。
【０００５】また、有機ＥＬ素子からの電極の引き出し
は、表示パネルの周辺部から行われるので発光面の中心
付近において電極の接続が困難となる。このため、表示
パネルを構成する全ての有機ＥＬ素子から電極を引き出
すと、表示パネル周辺部にデッドスペースが生じてしま
い、表示パネル全体の面積を大型化させる要因ともなっ
ていた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、かかる問題
を解決するためになされたものであり、絶縁封止被膜を
通して有機ＥＬ素子の電極へ配線を行うことなく、駆動
電源回路から有機ＥＬ素子への給電を可能とする表示パ
ネルを提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明は、有機ＥＬ素子
を画素として用い、駆動電源回路から供給する駆動電圧
で前記有機ＥＬ素子を励起発光させ、パネル上に画像を
表示する有機ＥＬ表示パネルであって、一画素について
少なくとも一対の有機ＥＬ素子対と、前記有機ＥＬ素子
対をその陽極側から担持する透明基板と、前記有機ＥＬ
素子対を覆ってこれを前記透明基板上に絶縁封止する絶
縁封止被膜と、前記絶縁封止被膜を挟んで前記有機ＥＬ
素子対の陰極の各々と対峙する少なくとも一対の駆動電
極対とを含み、前記発光素子対の一方の陽極と、他方の
陰極とが相互に接続されていることを特徴とする。
【０００８】
【発明の実施の形態】本発明に基づく有機ＥＬ表示パネ
ルの第１の実施例を図１の構成図に示す。図１におい
て、誘導電極側基板（１０）は、例えば、プラスチック
等の高分子材料から形成された絶縁基板であり、後述す
るパネル側基板に設けられた各々の画素毎に対を成す誘
導電極（１１）が埋設されている。また、誘導電極（１
１）は、接続線（１２）を介してパネル外部に設けられ
た駆動電源回路（１３）と接続されている。
【０００９】駆動電源回路（１３）は、所定の交流電圧
を発生する発振回路であり、その発振波形は、一般的な
正弦波はもちろんのことその他の矩形波や三角波等の波
形であっても良い。また、発振波形の周波数や振幅など
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3
の発振条件に関する各種のパラメータは、後述のパネル
側基板に設けられた有機ＥＬ素子に要求される発光輝度
との関係から種々の値を設定することができる。
【００１０】なお、図１ではパネル側基板の一画素に対
峙する誘導電極として２つの電極のみが示されている
が、本実施例はこれに限定されるものではなく、電極の
数はパネル側基板に設けられた一画素を構成する有機Ｅ
Ｌ素子の数に対応するものとなる。但し、電極が２以上
の複数となった場合でも複数の電極を並列に接続して２
つの電極群となし、かかる電極群対を駆動電源回路（１
３）に接続する点に関しては図１に示す形態と同様であ
る。
【００１１】パネル側透明基板（２０）は、例えば、ポ
リカーボネートやポリエーテルスルホンなどの高分子
（プラスチック）フィルムや、ガラスなどを材料として
形成された透明基板であり、かかる基板上に有機ＥＬ素
子からなる画素がマトリクス状に敷設されている。すな
わち、図１は当該基板上における一画素のみを表したも
のであり、実際の表示パネルでは、このような画素がパ
ネル面のＸ－Ｙ方向の各々に多数敷設された構造とな
る。
【００１２】図１に示す如く、１つの有機ＥＬ素子は、
透明電極（２４）と金属電極（２２）とが有機機能層
（２３）を挟持する構造となっている。ここで、有機機
能層とは、発光層のみの単一層構造、又は有機正孔輸送
層と発光層から成る２層構造、或いは有機正孔輸送層と
発光層及び有機電子輸送層から成る３層構造、さらに
は、これらの適当な層間に電子又は正孔の注入層やキャ
リアブロック層を挿入した複数の層からなる積層構造体
を言う。
【００１３】透明電極（２４）は、例えば、インジウム
・錫酸化物（ＩＴＯ）などのインジウム系列の酸化物を
材料とした光透過性を有する電極であり、有機ＥＬ素子
のアノード（陽極）となる。一方、金属電極（２２）
は、アルミニウム等の金属から成り有機ＥＬ素子のカソ
ード（陰極）として機能する。有機機能層（２３）は、
かかる上下の電極からの給電により励起されると発光現
象を呈し、この発光は透明電極（２４）及び透明基板
（２０）を透過して表示パネルの外部に放射される。
【００１４】本実施例では、図１に示す如く、左右２つ
の有機ＥＬ素子をもって一画素を構成しており、各々の
素子の陽極と陰極とが電極接続線（２５）を用いて相互
に接続された構造となっている。かかる電極接続線（２
５）は、通常のワイヤーボンディングによる接続によっ
て構成しても良いし、各々の素子の金属電極（２２）に
突片を設け、かかる突片を互いに延伸して、他方の素子
の透明電極（２４）に蒸着する構成としても良い。
【００１５】なお、図１では１つの画素を２つの有機Ｅ
Ｌ素子で構成しているが、本実施例はこれに限定される
ものではなく、一画素を２以上偶数個の有機ＥＬ素子を
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用いて構成しても良い。但し、この場合でも、複数の有
機ＥＬ素子を２つの有機ＥＬ素子から成る有機ＥＬ素子
対と成し、各有機ＥＬ素子対毎に前述した陽・陰極の相
互接続を行うものとする。
【００１６】本実施例では、図１からも明らかなよう
に、有機ＥＬ素子対の全体を覆う形でＳｉＯＮやＳｉＯ
ｘなどの酸化珪素層から成る絶縁封止被膜（２１）を設
け、有機ＥＬ素子対を透明基板（２０）の上に完全に気
密封止している。つまり、有機ＥＬ素子の電極を絶縁封
止被膜（２１）を通して外部に引き出してはいない。こ
のため、パネル側透明基板（２０）に対する絶縁封止被
膜（２１）の形成処理が容易となり、また、絶縁封止処
理の信頼性も向上する。
【００１７】次に、図１の実施例に基づく有機ＥＬ表示
パネルの動作について説明を行う。先ず、図１における
一画素分の構成要素について、その電気的な等価回路を
図２に示す。なお、図２において、前述した図１の構成
要素と同じ要素に関しては同一番号の符号を付すものと
し、記載の冗長を避けるべくかかる符号の構成要素につ
いてはその説明を省略する。
【００１８】同図において、コンデンサＣ１（３０）
（以下、単にＣ１（３０）と称する）、及びコンデンサ
Ｃ２（４０）（以下、単にＣ２（４０）と称する）は、
誘導電極側基板（１０）に埋設された誘導電極（１１）
と、パネル側透明基板（２０）に敷設された有機ＥＬ素
子の陰極、即ち金属電極（２２）との間に形成されたコ
ンデンサである。つまり、誘導電極（１１）は、絶縁封
止被膜（２１）を夾んで有機ＥＬ素子の陰極（金属電極
（２２））と対峙している。従って、誘導電極側基板
（１０）をパネル側透明基板（２０）の上に当接すれ
ば、誘導電極（１１）と有機ＥＬ素子の金属電極（２
２）とを２つの電極とし、絶縁封止被膜（２１）を両電
極間に挟まれた誘電体とする一種のコンデンサが形成さ
れる訳である。図２では、かかるコンデンサをＣ１及び
Ｃ２として表している。
【００１９】また、パネル側透明基板（２０）に設けら
れた有機ＥＬ素子の陽極（２４）と陰極（２２）との間
は、その電気的な特性に鑑みれば一般のダイオード素子
と同様の整流特性を有する。従って、図２ではこれらを
それぞれＥＬ１（５０）及びＥＬ２（６０）と呼称し、
一般のダイオードの記号で標記している。なお、前述の
Ｃ１（３０）を構成する金属電極（２２）がＥＬ１（５
０）の陰極を兼ね、同様にＣ２（４０）を構成する金属
電極（２２）がＥＬ２（６０）の陰極を兼ねていること
は言うまでもない。さらに、ＥＬ１（５０）及びＥＬ２
（６０）は、前述の如く電極接続線（２５）によって、
互いにそれぞれの陽極と陰極が電気的に接続されている
ので、その等価回路は図２に示す如く襷がけの配線とな
る。
【００２０】次に、本実施例における動作説明の便宜
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上、図２の等価回路を更に２つの動作モードに分けて図
３に示す。先ず、図３（ａ）に動作モード１における等
価回路の働きを示す。動作モード１とは、駆動電源回路
１３から供給される交流電圧の位相として、Ｃ１（３
０）が接続された側にプラス、Ｃ２（４０）が接続され
た側にマイナス、のそれぞれが表れる動作モードをい
う。従って、動作モード１の場合、静電誘導現象によっ
て各々のコンデンサの反対側の電極、即ち有機ＥＬ素子
対が接続された側の電極には逆極性の電荷が誘起され
る。つまり、Ｃ１（３０）にはマイナス、Ｃ２（４０）
にはプラスの電荷がそれぞれ誘起されることになる。
【００２１】そして、Ｃ２（４０）に誘起されたプラス
電荷は、ＥＬ１（５０）の陽極から陰極を経てＣ１（３
０）に移動し、また、Ｃ１（３０）に誘起されたマイナ
ス電荷は、ＥＬ１（５０）の陰極から陽極を経てＣ２
（４０）に移動して各々の誘起電荷は中和される。かか
る過程において、ＥＬ１（５０）にいわゆる順方向電流
が流れることになり、これによってＥＬ１（５０）が発
光することになる。なお、ＥＬ２（６０）の向きは、か
かる順方向電流に対して逆方向となるので、ＥＬ２（６
０）を介しての電荷の移動は生じない。即ち、ＥＬ２
（６０）を介しての電流は流れず、ＥＬ２（６０）が発
光することはない。
【００２２】続いて、図３（ｂ）に動作モード２の場合
の等価回路の働きを示す。動作モード２とは、先の動作
モード１とは逆に、駆動電源回路１３から供給される交
流電圧の位相として、Ｃ１（３０）が接続された側にマ
イナス、Ｃ２（４０）が接続された側にプラスが表れる
動作モードを言う。従って、この場合は、各々のコンデ
ンサの反対側電極には静電誘導現象によって、Ｃ１（３
０）にはプラス、Ｃ２（４０）にはマイナスの電荷が誘
起される。
【００２３】そして、Ｃ１（３０）に誘起されたプラス
電荷は、ＥＬ２（６０）の陽極から陰極を経てＣ２（４
０）に移動し、Ｃ２（４０）に誘起されたマイナス電荷
は、ＥＬ２（６０）の陰極から陽極を経てＣ１（３０）
に移動して各々の誘起電荷が中和される。これによっ
て、動作モード１の時と同様にＥＬ２（６０）に順方向
電流が流れＥＬ２（６０）が発光する。なお、この場合
ＥＬ１（５０）の向きはかかる順方向電流に対して逆方
向となるので、ＥＬ１（５０）を介しての電流は流れ
ず、ＥＬ１（５０）が発光することはない。
【００２４】以上説明した動作モード１及び動作モード
２が、駆動電源回路１３から供給される交流電圧によっ
て、その発振周期に従って繰り返し行われることにな
る。これに伴い、ＥＬ１（５０）及びＥＬ２（６０）の
発光が交互に起こり、交流電圧の発振周波数が充分に高
ければ、ＥＬ１（５０）及びＥＬ２（６０）から成る発
光画素は連続発光しているように見えることになる。
【００２５】次に、本発明に基づく有機ＥＬ表示パネル
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について、第２の実施例を図４の構成図に示す。なお、
本実施例の構成及びその動作原理は、前述した第１の実
施例と同じであるためその説明は省略する。本実施例
は、図４からも明らかなように、有機ＥＬ素子の陰極
（金属電極（２２））の面積を陽極（透明電極（２
４））に較べて拡張し、それに応じて該金属電極と対峙
して設けられた誘導電極（１１）の面積も同様に拡張し
たことに特徴がある。
【００２６】一般に、コンデンサの静電容量はその電極
面積に比例して増加し、それに伴い静電誘導現象によっ
て一方の電極に誘起される電荷の量も増大する。従っ
て、図４に示す実施例では、第１の実施例に較べて有機
ＥＬ素子を介して移動する中和電荷の量も増加する。こ
れによって、有機ＥＬ素子を流れる順方向電流の値が大
きくなるため有機ＥＬ素子の発光輝度を高めることがで
きる。
【００２７】さらに、コンデンサＣ１及びＣ２の電極面
積が拡がるため、パネル側透明基板（２０）の上に誘導
電極側基板（１０）を当接する際、必要とされる両者の
位置合わせ処理を簡略化することが可能となり、表示パ
ネルの製造コストを削減することができる。また、第２
の実施例の変形例としては、図５に示す如く、有機ＥＬ
素子の陰極（金属電極（２２））に、別の付加電極（２
６）を電気的に接続して設けるようにしても良い。かか
る構成を採ることによって、前述した第２の実施例で得
られた効果を更に高めることが可能となる。なお、図５
に示す実施例では、駆動電源回路１３と有機ＥＬ素子と
の間のコンデンサが、誘導電極（１１）と付加電極（２
６）との間に構成されることは言うまでもない。
【００２８】次に、本発明に基づく有機ＥＬ表示パネル
の第３の実施例を図６の構成図に示す。本実施例は、有
機ＥＬ素子対の一方を通常の整流用ダイオード（７０）
に置換したことを特徴とする。前述の如く、有機ＥＬ素
子もダイオードと同じ整流特性を有しているので、かか
る構成とした場合でも本実施例における動作は、先に説
明した第１及び第２の実施例と同様である。
【００２９】但し、有機ＥＬ素子は、一般の整流用ダイ
オードに較べてその順方向電圧降下が極めて大きい。例
えば、整流用ダイオードの順方向電圧降下値（Ｖｄｏ
ｆ）は通常Ｖｄｏｆ＝０．６Ｖ程度であるのに対し、有
機ＥＬ素子の順方向電圧降下値（Ｖｅｌｆ）はＶｅｌｆ
＝６～８Ｖ程度であることが多い。なお、整流特性を有
する素子の順方向電圧降下値とは、当該素子に順方向の
電流を流す際に必要とされる順方向の最小限の印加電圧
をいう。
【００３０】つまり、図７（ａ）に示す如く、本発明に
よる表示パネルの一画素を共に有機ＥＬを用いた素子対
で構成した場合、前述の動作モード１の時に必要とされ
る駆動電源回路１３の電圧振幅値は、ＥＬ１（５０）の
順方向電圧降下値（Ｖｅｌｆ）よりも大きくする必要が
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7
あり、また、動作モード２の時に必要とされる電圧振幅
値も、同様にＥＬ２（６０）の順方向電圧降下値（Ｖｅ
ｌｆ）よりも大きくする必要がある。
【００３１】従って、この場合に駆動電源回路１３より
供給される交流電圧の電圧波形は、図７（ａ）に示す如
く、電圧波形のピークｔｏピーク値でＶｅｌｆ＋Ｖｅｌ
ｆ＝２Ｖｅｌｆ以上の電圧を必要とする。なお、同図で
は説明の便宜上交流電圧の波形を矩形波で標記してい
る。これに対して、本実施例のように素子対の一方を整
流用のダイオードに置換すると、図７（ｂ）に示す如
く、駆動電源回路１３よりかかる素子対に供給する交流
電圧は、電圧波形のピークｔｏピーク値でＶｅｌｆ＋Ｖ
ｄｏｆ≒Ｖｅｌｆの電圧で済むことになり、駆動電源回
路１３からの出力電圧振幅を小さくすることが可能とな
る。
【００３２】なお、本実施例で用いられている整流用の
ダイオードは、従来のシリコン半導体ダイオードでも良
いが、これをＰ型有機層とＮ型有機層との接合から成る
有機ダイオード、または有機層と金属材料、或いはＩＴ
Ｏ等の透明電極層との接合から成るショットキーダイオ
ードとしても良い。このような構成を採ることによっ
て、かかる有機ダイオードまたはショットキーダイオー
ドを有機ＥＬ素子の製造工程の中で有機ＥＬ素子と同時
に形成できると共に、その厚さを増加させることなく絶
縁被膜で封止した発光パネルを製造することが可能にな
る。
【００３３】ところで、本実施例の場合は、前述の第１
及び第２の実施例に較べて発光素子の数が半分となるた
め物理的な輝度の低下は否めない。しかしながら、例え
ば、駆動電源回路１３から供給される交流電圧の発振周
波数を高める等の処置を講ずることによって発光素子の
励振回数が増加し、所望の輝度を担保することができ
る。
【００３４】なお、以上説明した第１から第３の実施例
では、誘導電極側基板（１０）をパネル側透明基板（２
０）から離して図示している。これは、誘導電極側基板
（１０）をパネル側透明基板（２０）と別行程で製造
し、両部材が完成した時点でパネル側透明基板（２０）
の上に誘導電極側基板（１０）を貼り付け、或いは圧接
することによって、両部材を一体化した表示パネルを作
成できることを表している。
【００３５】しかしながら、これらの実施例はかかる事
例に限定されるものではなく、例えば、パネル側透明基
板（２０）の絶縁封止被膜（２１）上に、誘導電極（１
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１）を蒸着、或いは印刷などの手段によって直接に形成
する構成としても良い。
【００３６】
【発明の効果】以上詳述した如く、本発明によれば、表
示パネルの発光素子から直接に電極を引き出す必要がな
いので、発光素子の気密封止が完全となり表示パネルの
信頼性が向上する。また、駆動部とパネル部を独立して
製造できるので、製造工程が簡易化される。さらに、大
面積の表示パネルであっても配線の引き出しによる無駄
なスペースが不要となり、表示パネルの小型化が図れ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による第１の実施例の構造を示す構成図
である。
【図２】図１に示す実施例における等価回路を表す構成
図である。
【図３】図２に示す等価回路の働きを説明する動作説明
図である。
【図４】本発明による第２の実施例の構造を示す構成図
である。
【図５】図４に示す第２の実施例における変形例の構造
を示す構成図である。
【図６】本発明による第３の実施例の等価回路を示す構
成図である。
【図７】図２及び図６に示す実施例の等価回路における
動作の違いを説明する動作説明図である。
【符号の説明】
１０  …誘導電極側基板
１１  …誘導電極
１２  …接続線
１３  …駆動電源回路
２０  …パネル側透明基板
２１  …絶縁封止被膜
２２  …金属電極（陰極）
２３  …有機機能層
２４  …透明電極（陽極）
２５  …電極接続線
２６  …付加電極（金属電極）
３０  …コンデンサＣ１
４０  …コンデンサＣ２
５０  …有機ＥＬ素子ＥＬ１
６０  …有機ＥＬ素子ＥＬ２
７０  …ダイオード
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